
－h

ノ

私
が
こ
の
病
院
の
研
究
を
始
め
た
動
機
は
、
ま
だ
ｏ
ｇ
の
邑

餌
ｏ
吻
目
匙
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
時
期
の
、
第
八
代
院
長
目
．
Ｚ
．
①
、

冒
巨
員
。
旨
．
ロ
に
つ
い
て
（
横
浜
市
図
書
館
発
行
「
郷
土
ょ
こ
は
ま
」

七
六
号
所
載
の
桑
原
論
文
「
横
浜
時
代
の
Ｎ
・
Ｇ
・
マ
ン
ロ
ー
博
士
」
参

照
ｌ
日
本
考
古
学
の
先
駆
者
、
列
島
最
初
の
旧
石
器
発
掘
者
と
し
て
大
著

《
《
岸
の
匡
醜
８
己
。
着
冨
昌
》
》
を
出
版
、
亦
ア
イ
ヌ
の
惨
状
を
見
兼
ね
結
核
撲
滅

を
始
め
無
料
診
療
と
彼
等
の
福
祉
に
献
身
し
、
第
二
次
大
戦
中
負
窮
裡
に
ア

イ
ヌ
コ
タ
ン
で
没
し
た
が
、
遺
稿
集
《
《
笛
ｚ
ｐ
９
ｏ
ａ
ｐ
ａ
ｏ
鳥
）
．
は
人

類
学
研
究
の
世
界
的
名
著
と
評
価
）
既
に
長
期
間
研
究
を
続
け
て
い
た

が
、
病
院
の
所
在
も
医
学
業
績
も
皆
目
判
ら
ず
、
故
石
原
明
先
生
に

お
尋
ね
し
た
が
、
病
院
所
在
も
マ
ン
ロ
ー
に
つ
い
て
も
全
然
資
料
が

な
く
判
ら
な
い
が
、
近
く
（
Ｓ
・
姐
・
５
．
皿
）
第
六
七
回
医
史
学
会

総
会
が
横
浜
で
開
催
「
明
治
初
期
横
浜
医
学
史
」
の
会
長
講
演
を
す

る
か
ら
と
、
有
難
く
も
傍
聴
の
御
許
可
を
得
大
感
謝
で
参
会
し
た
事

横
浜
山
手
病
院

桑
原
千
代
子

に
始
ま
る
。
会
長
発
表
の
「
明
治
初
期
横
浜
医
学
史
稿
」
中
、
唯
一

の
合
致
点
左
の
一
項
を
後
年
照
合
発
見
す
る
。

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年

、
、
、
、
、

英
国
公
使
の
要
望
に
よ
り
外
人
患
者
用
病
院
敷
地
を
山
手
居
留
地

、
、
、
、

Ｂ
八
二
番
に
貸
与

の
ち
七
年
経
過
、
故
荒
畑
寒
村
先
生
の
助
力
を
頂
き
病
院
所
在
を
つ

き
と
め
、
現
実
に
訪
ね
得
た
時
の
感
動
は
大
変
な
も
の
で
、
そ
れ
が

現
在
の
山
手
病
院
（
《
弓
胃
国
昌
餌
。
管
区
）
・
丹
図
Ｅ
州
耳
圏
）
で
あ

っ
た
。

玄
関
正
面
ホ
ー
ル
壁
面
銅
板
の
名
誉
牌
に
は
四
回
の
呼
称
の
変
化

と
歴
代
院
長
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

弓
胃
冒
昌
○
国
○
ぬ
凰
旦
（
藍
諒
坤
倒
訓
罰
）
勗
困
ｌ
届
急

目
胃
国
匡
南
（
己
昌
号
）
国
０
ｍ
召
許
匙
（
跡
荊
Ｅ
州
斗
叩
く
虹
訓
罰
）

易
、
の
ｌ
］
、
①
『

弓
胃
唱
鼻
呂
四
目
〕
秒
。
⑦
旨
日
巴
国
○
ぬ
豆
旦
（
節
荊
語
咋
訓
罰
）

届
①
『
ｌ
忌
邑

弓
胃
国
巨
南
西
○
唖
筥
区
（
藻
筑
Ｅ
州
訓
罰
）
届
９
１
届
雷
。

詞
○
屋
９
．
国
○
口
○
匡
吋
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拝
、
①
単

］
、
、
の

』
、
②
『

』
ｍ
ｍ
ｃ

Ｈ
ｍ
『
。

Ｈ
、
「
①

』
、
ｍ
印

澤
、
④
函

昌
や
い
的

拝
や
四
四

』
④
画
幽

樗
④
い
い

程
、
“
印

程
や
四
ｍ

』
④
函
『

岸
や
心
や

牌
④
』
④

』
や
心
①

胃
④
、
骨

己
尉
．
Ｑ
・
閃
．
］
①
昌
翫
易
夛
戸
口

ロ
尾
．
ロ
⑦
冨
旦
①
壗
冒
．
ロ

ン
白
．
言
房
旨
屏
ｐ
胃
①

○
○
易
昌
国
．
①
国
巨
①
罠

己
吋
．
］
白
．
詞
．
己
巨
房
８
目

己
崗
．
い
国
身
箆
鴨
冒
・
ロ

ロ
罵
国
．
ご
く
ぼ
８
］
閏
豈
爲
己

己
夢
ｚ
・
の
．
ア
【
巨
口
８
シ
戸
口

戸
自
閏
３
己
○
．
己
巴
８
口

ｚ
胃
、
旨
い
段
鷲
⑦
門
ｚ
，
巨
己
①

国
夢
之
．
蜀
局
四
国
Ｎ
回
吋
国
函
Ｏ
ｐ
時
①

１

国
．
用
由
い
『
冒
肇
弄
○
目
１
用
肖
○
］
員
局
、
固
い
両
磑
悼
時
の

司
尉
四
口
ｇ
ｍ
ｏ
曲
冒
の
】
鼻
⑦
吋
○
由
ア
角
釦
崗
言

弱
ｚ
ぢ
ぎ
ミ
厚
ｐ
冒
胃
の

己
毘
．
』
Ｆ
・
夛
胃
巷
砂
弓
固
目
巨
・
己

弓
・
国
ロ
ｐ
昌
堕
固
め
ｐ
凰
吋
①

ロ
騨
竜
．
目
弄
①
Ｑ
四
戸
自
己

戸
【
胃
３
画
ｍ
、
尻
凹
乏
閏
昌
Ｏ
８

ｐ
鄙
夛
〔
○
．
夛
戸
９
８
口
シ
戸
口

』
や
印
幽
冨
易
．
国
。
①
、
閼
昌
回
も
も

こ
ｇ
ｏ
．
。
．
届
ｐ
日
で
号
旨
‐
宍
旨
頤
屏
ｐ
凰
吋
①

程
④
、
画
己
譲
伊
・
沢
旨
○
口
夛
爲
己

胃
＠
ｍ
⑲
戸
岸
孕
国
・
〆
・
口
①
ロ
８
口

届
③
の
①
・
○
．
国
胃
。
置
く
固
い
ｐ
昌
局
①

忌
司
○
・
葛
．
ｚ
①
葛
８
口
園
ｐ
已
局
①

』
垣
の
、
ロ
．
シ
，
ヨ
ミ
武
司
国
の
ｐ
昌
再
①

』
④
、
、
吊
閂
月
吊
閏
勺
崗
巨
ロ
。
①
協
○
彦
旨
匡
ず
目

以
上
で
あ
る
が
現
在
の
病
院
が
新
築
落
成
の
際
に
英
総
領
事
の
願

出
に
よ
り
テ
ー
プ
ヵ
ッ
ト
遊
ば
さ
れ
た
日
英
協
会
総
裁
秩
父
宮
妃
殿

下
が
、
名
誉
院
長
と
し
て
御
尊
名
を
と
ど
め
て
在
さ
れ
る
の
で
あ

ス
》
・

関
東
大
震
災
迄
の
病
院
沿
革
史
記
録
一
切
は
焼
失
し
た
が
、
英
領

事
館
の
古
い
記
録
や
外
人
墓
地
記
録
等
か
ら
、
ハ
ロ
ル
ド
．
Ｓ
・
ウ

イ
リ
ァ
ム
氏
、
Ｈ
・
グ
ロ
ー
ド
教
授
ら
の
照
合
調
査
に
よ
り
大
略
復

元
し
た
も
の
を
、
Ｄ
・
マ
ル
コ
ム
エ
ド
ワ
ー
ド
領
事
が
発
表
し
、
同

病
院
丸
山
事
務
長
の
御
厚
意
に
よ
り
参
照
さ
せ
て
頂
き
以
下
は
要
項

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

横
浜
市
で
の
最
初
の
病
院
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
屍
留
年
グ
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リ
ー
ク
サ
イ
ド
銘
区
画
で
の
民
間
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
組
織
が
始
め
と
さ

れ
、
外
人
居
留
地
の
山
手
の
何
処
か
で
（
不
明
）
横
浜
公
立
病
院
と

ジ
エ
ン
キ
ソ
ズ

呼
ば
れ
、
初
代
院
長
は
①
の
具
言
い
（
沫
済
）
で
三
年
間
無
報
酬
で

働
い
た
。
次
が
現
在
地
の
近
く
で
小
病
院
を
開
業
し
て
い
た
蘭
人

ド
マ
イ
ヤ
ー

ロ
の
昌
聖
の
嵐
が
引
継
ぎ
横
浜
山
手
オ
ラ
ン
ダ
病
院
と
呼
称
が
変
り
私

立
病
院
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
当
時
英
仏
の
軍
事
医
療
施
設
が

こ
の
地
域
に
あ
っ
た
故
で
あ
る
。
そ
し
て
石
原
会
長
発
表
の
一
項
目

、
、
、
、
、
、
℃
、

と
合
致
す
る
現
在
地
山
手
居
留
地
Ｂ
八
二
を
貸
与
さ
れ
（
旧
オ
ラ
ン

ダ
海
軍
の
石
炭
置
場
の
跡
地
）
Ｈ
・
グ
ロ
エ
ア
英
領
事
を
長
と
す
る
外

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
居
留
地
外
人
と
企
業
の
寄
附
に
よ
っ
て
、
古

い
建
物
を
改
築
し
進
歩
し
た
設
備
を
整
え
、
市
の
発
展
に
合
わ
せ

の
２
国
巴
国
。
吻
凰
区
（
市
民
は
一
般
病
院
）
と
呼
称
さ
れ
総
合
病
院
と

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ

六
代
院
長
国
島
己
鴨
（
米
）
は
函
館
医
学
校
長
・
同
病
院
長
を
経

ウ
イ
ラ
ー

て
横
浜
山
下
町
で
開
業
後
就
任
、
七
代
院
長
乏
胃
の
胃
は
神
奈
川

マ
ン
ロ
ー

県
衛
生
部
主
席
顧
問
も
兼
任
、
八
代
冒
宮
員
。
院
長
は
優
秀
外
科
医

だ
が
考
古
学
に
熱
中
し
休
職
多
く
、
前
院
長
が
そ
の
間
代
行
十
余
年

実
質
勤
務
年
数
最
長
で
、
大
震
災
時
海
岸
通
り
で
焼
死
。
昌
巨
日
○

は
年
末
退
職
軽
井
沢
病
院
長
を
経
て
コ
タ
ン
ヘ
向
う
。
一
切
倒
壊
灰

。
①
ロ
①
禺
巴
吊
閂
○
ｍ
も
詳
昌

し
て
運
営
さ
れ
た
。

儘
に
帰
し
た
同
病
院
は
、
隔
離
病
棟
の
あ
っ
た
中
村
町
に
仮
病
院
を

再
建
、
己
亀
年
に
山
手
町
副
と
艶
に
恒
久
的
な
建
物
が
完
成
し
隔
離

病
棟
も
共
に
移
り
、
そ
の
間
活
躍
し
た
〈
、
、
、
ル
ト
ン
ホ
ー
ム
ズ
英
総

領
事
の
功
績
や
、
聖
母
マ
リ
ア
教
会
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
女
達
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
や
夫
人
達
の
活
躍
は
偉
大
だ
。
第
二
次
大
戦
中

は
日
本
海
軍
が
接
収
、
ご
巴
年
よ
り
百
床
以
下
の
ベ
ッ
ド
数
の
為
表

題
の
呼
称
と
な
る
。
思
罷
年
の
再
建
後
は
邦
人
医
博
も
可
成
活
躍

し
、
創
立
以
来
の
功
労
者
調
名
の
名
簿
も
発
表
嵜
鼻
目
》
国
屋
屋
鴨

葛
胃
。
］
ｑ
，
冒
巨
胃
。
の
名
も
見
え
る
．
同
病
院
が
そ
の
由
緒
あ
る
長

い
歴
史
を
閉
づ
る
旨
昨
夏
新
聞
報
道
で
知
り
驚
い
て
丸
山
事
務
長
宛

二
度
手
紙
を
出
し
た
が
受
取
人
不
在
で
戻
さ
れ
た
。
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